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考察
立体感のリアルさの評価値において、観察条件における両''１１条件と単眼条件との間に、また刺激の
提示角度における45゜条件と90.条件との間に、有意差が見られた。両眼よりも単眼の方が、また、
90.提示よりも45.提示の方がよりリアルな立体感があると評価された。これは竹下・渡辺（2005）
のカール錯視図形における結果と同じである。
握力との相関は、第１ブロックの単眼90゜条件における奥行きの度合のみ見られ、より握力がある
ほど、奥行きを少なく知覚した。第１ブロックにおいてのみ視覚的錯視と体力に相関が見られ、その
他のブロックでは見られなかったのは、体力と錯視の相関関係は、学習によって減退するとした
Raudsepp＆DjupSjodacka(2005）と同じ結果である。このことから、テクスチャが信頼できる手がか
りである場合、具体的な見かけの奥行きは観察者の体力の影響を受けることが考えられる。テクス
チャは、元来、両眼視差に比べてより遠い距離において働く奥行き手がかりである。したがって以上
の結果は、より遠い距離判断をするときに、体力の影響が現れるというeffbrt理論を支持する。
また、今回の結果は、前述したGriffiths＆Zaidi（2000）が、三次元立体錯視における一般的な傾
向を捉えるのに失敗した理由を示唆している可能性がある。彼らは、平行四辺形を単眼で観察した場
合に知覚される主観的傾きにおける一般的傾向を捉えようとしたが、個々人のデータにおける傾向が
違いすぎたために失敗し、何故このような違いがあるのかわからないとした。この個々人の違いは、
上記の結果と合わせて考えると、単眼の距離判断において、実験参加者の体力が影響したためとも考
えられるｃもしも彼らの実験を再度行い、加えて実験参加者の体力を測定したならば、その傾きの評
価値と観察者の体力に有意な相関がでる可能性がある。
また、竹下・渡辺（2005）は、立体感のリアルさという尺度を用いることで、立体錯視を数量化す
ることに成功しており、今回の実験でも、立体錯視に観察方法と、刺激提示角度が与えた影響をよく
とらえている。しかし、この立体感のリアルさという尺度は、今回の実験において、体力との相関は
見られなかった。それに対して、見えの奥行きの尺度は、立体錯視に観察方法と刺激提示角度が与え
た影響は捉えることができなかったが、表ｌに示すように握力との相関が一部で見られた.このよう
に、立体錯視には、主に視覚的な条件によって、左右される側面と、観察者の体力等の条件によって、
左右される側面があることがわかる。
このことは、Gibson(1979）の記述を思い出させる。彼は、「例えば水平であり、平らで、彼が立て
る広がりを持ち、彼の体重を支えることが出来る地面は、「立つことができる｣をものとして知覚され
る、と述べている。このうち前者２つ、「水平であること」と「平らであること」は観察者とは関係
していない物理的特徴であるが、後者２つ「彼がたてる広がりを持ち、彼の体重を支えることができ
る」という点は、観察者の体格と関わりがあるので、観察者の体格を考慮に入れなければならない。
しかし、今回の実験だけでは、立体錯視のどのような側面が、一般化可能であり、どのような側面
が、観察者の体力等を考慮に入れなければならないかについて、はっきりしたことはいえない。また、
今回は奥行きの両眼手がかりが奥行きなしという情報を伝え、テクスチャの手がかりが奥行きありと
いう情報を伝えているという矛盾した図形を使ったが、仮説を検証するためには、両手がかりが矛盾
していない図形やＴ伝える情報が、今回とは逆な刺激でも、実験を行うべきであると思われる。さら
には、現実場面において知覚される距離にたいしても、どの奥行き手がかりと体力が深く関係してい
るか検討するべきであろう。例えば、本実験で示唆されたことが正しければ現実場面での奥行き知覚
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においても、単眼で観察して知覚した距離のほうが、両眼で観察して知覚した距離よりもテクスチャ
による手がかりの影響が大きくなり、体力との相関が出るはずである。今後の研究課題である。
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Correlationbetweenfitnessand3DimpressionfTomtexture．
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要旨ABSTRACT
Thepresentstudywasconductedtoexammethecorrelationbetweenfitnessandvisual3D
mpressionfromtextureThevisualstimuluswereproducedfromasimpleshapewithacontourand
texture・TWelveundergraduatespar[icipatedintheExperimenLWeusedｔｗｏｔｙｐｅｓｏｆｒａｔｍｇｓｆＯｒ
ｍｅａｓｕｒｍｇｔｈeimpressionofthis：reaUtvandapparentdepthofperceived3Dimpression､Afterthe
ratmg,ImeasuredthemaxⅡnumhandgripstrengthofeachobserven
Theresultsshowedthattherearecorrelationbetweentheratingofapparentdepthandfitness
whenvisualstimuluswasproducedonthemonoculardeptｈｃｕｅｓＪｔｓｕｇｇｅｓｔｔｈａｔｔｈｅｆｉｍｅｓｓｏｆthe
observeraffecttheapparentdistancewhenthedistanceisratedbythedepthcuewhicharevaUdfbr
estimationoflongerdistances,andobserverfeelsmoreeffbrtfbrmovelongerdistanceunconsciously・
Ｏｎｔｈｅｗｈｏｌｅｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｕｐｐｏｒｔｔｈｅｅfforttheorywhichproposesthatfitnessofaobserveraffect
perceiveddistanceoftheobserve正
